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はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toroのウェブサイトwww.Toro.comで製品・
アクセサリ情報の閲覧、代理店についての情報
閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていた
だくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はToro カスタマーサービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。図 1
にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の
取り付け位置を示します。いまのうちに番号を
メモしておきましょう。

図図図 111

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
安安安全全全ななな御御御使使使用用用のののたたためめめにににははは､､､機機機械械械ののの運運運転転転、、、移移移動動動ややや搬搬搬
送送送、、、保保保守守守整整整備備備、、、保保保管管管なななどどどににに係係係わわわるるる人人人々々々ののの日日日常常常ののの
意意意識識識ややや心心心がががけけけ、、、まままたたた適適適切切切ななな訓訓訓練練練なななどどどががが極極極めめめててて重重重
要要要ででですすす｡｡｡ 不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっっ
たたたりりりすすするるるととと、、、死死死亡亡亡ややや負負負傷傷傷なななどどどののの人人人身身身事事事故故故にににつつつななな
がががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに､､､以以以下下下ににに示示示すすす
安安安全全全のののたたためめめののの注注注意意意事事事項項項ををを必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい｡｡｡

• このカッティングユニットをお使いになる
前に、トラクションユニットのマニュアル
と、カッティングユニットのマニュアルとを
よくお読みになり、内容を十分に理解し、
適切な方法でお使いください。

• 子供には絶対にトラクションユニットの運
転やカッティングユニットの使用をさせな
いでください。大人であっても適切な訓練
を受けていない人にはトラクションユニッ
トの運転やカッティングユニットの使用を
させないでください。このマニュアルを読
み、内容をきちんと理解した人のみがトラ
クションユニットやカッティングユニット
を取り扱ってください。

• アルコールや薬物を摂取した状態で運転や
操作を行うことは避けてください。

• ガードなどの安全装置は必ず所定の場所に取
り付けて使用してください。安全カバーや
安全装置が破損したり、ステッカーの字が
よめなくなったりした場合には、機械を使
用する前に修理や交換を行ってください。
また、常に機械全体の安全を心掛け、ボル
ト、ナット、ネジ類が十分に締まっている
かを確認してください。

• 作業には頑丈な靴を着用してください｡サン
ダルやテニスシューズ、スニーカーやショー
ツでの作業は避けてください。また、だぶつ
いた衣類は機械にからみつく危険がありま
すから着用しないでください。作業には、
必ず長ズボンと頑丈な靴を着用してくださ
い。安全メガネ、安全靴、およびヘルメッ
トの着用をおすすめします。地域によって
はこれらの着用が義務付けられています。

• 作業場所をよく確認し、リールにはね飛ば
される危険のあるものはすべて取り除いて
ください。作業場所から人を十分に遠ざけ
てください。

• 刃が硬いものにぶつかったりカッティング
ユニットが異常な振動をしたりした場合は､
直ちにエンジンを停止し、そして。機体や
部品に損傷が発生していないか点検してく
ださい。損傷や異常があれば修理を行い、
それまでは作業を再開しないでください。

• 機械から離れる前に、必ずカッティングユ
ニットを地面に降下させ、キーを抜き取っ
てください。

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつ
け、常にカッティングユニットの安全を心
掛けてください。

• 整備・調整･格納作業の前には、エンジンが
不意に作動することのないよう、必ずキー
を抜き取っておいてください。

• このマニュアルに記載されている以外の保
守整備作業は行わないでください。大がか
りな修理が必要になった時や補助が必要な
時は、Toro 正規代理店にご相談ください。

• Toro製品をToro製品として維持し、いつも最
高の性能を発揮できるよう、必ず Ｔｏｒｏ
の純正部品をご使用ください。他他他社社社ののの部部部品品品
やややアアアクククセセセサササリリリははは絶絶絶対対対にににごごご使使使用用用にににななならららななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。必ずToroの商標を確かめてご購
入ください。他社の部品やアクセサリを使
用すると Toro カンパニーの製品保証が適用
されなくなる可能性があります。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付していま
す。破損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

104–7729104–7729104–7729

1. 警告： 整備作業前にマニュ
アルを読むこと。

2. 手足や指のけがや切断の
危険： エンジンを止め、各
部の完全停止を待つこと。
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組組組みみみ立立立ててて
そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ボール･スタッド 2 ローラに取り付けます

オペレーターズマニュアル 1 最初にお読みください。

パーツカタログ 1 パーツ番号を調べるための資料です。

認証証明書 1 CE 規格適合の認証書です。

1
前前前ロロローーーラララををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

カッティングユニットの前ローラはオプション
なので出荷時に取り付けられていない。ローラ
に付属の説明書に従い、カッティングユニット
の付属部品を使って、ローラをカッティングユ
ニットに取り付ける。

2
フフフーーープププ・・・リリリンンンククク、、、オオオフフフセセセッッットトト・・・リリリンンンクククままま
たたたはははチチチェェェーーーンンン・・・リリリンンンクククををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

シリアル番号が240000001より前のトラクション
ユニットに取り付ける場合は、トラクションユ
ニットにあった吊り上げリンクを取り付ける。

注注注 昇降リンクの取り付けに使うキャップスク
リュ（2本）はカッティングユニットについて
います。

グリーンズマスター 3000, 3000-D, 3050,
3100, 3150, 3150-Q のトラクションユニットに
取り付ける場合には、フープリンク（パーツ番
号 105-5740）が必要となります。（これらの
グリーンズマスター・トラクションユニットに
付属品として入っています）

カッティングユニットの上面にU字環をキャッ
プスクリュ（2本）で取り付け、キャップスク
リュをトルク締めする： 25–30 ft–lbs (34-40
Nm=3.5-4.1 kg.m) (図 3）。

図図図 333

1. U字環（フープ・リンク）

グリーンズマスター 3250-D のトラクションユ
ニットに取り付ける場合には、オフセットリン
ク（パーツ番号 110–2397）が必要となります
（トラクションユニットに付属品として入っ
ています）。

カッティングユニットの上面にオフセットリ
ンク（図 4）をキャップスクリュ（2本）で取
り付け、キャップスクリュをトルク締めする：
25–30 ft–lbs. (34-40 Nm=3.5-4.1 kg.m)

重重重要要要 昇昇昇降降降フフフッッックククがががカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの前前前
方方方ををを向向向くくくよよようううににに取取取りりり付付付けけけるるるこここととと。。。
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図図図 444

1. オフセットリフトフック

チェーンリンク（パーツ番号 106-2601）と取り
付けブラケット（パーツ番号 105-5738）は、グ
リーンズマスター 3250-D トラクションユニッ
トでもお使いいただけます。

各カッティングユニットの上部にブラケット取
り付け（キャップスクリュ2本）、チェーン･
リンクを接続する。キャップスクリュをトルク
締めする： 25–30 ft–lbs (34-40 Nm=3.5-4.1
kg.m) (図 5）。

注注注 トラクションユニットにカッティングユニッ
トを取り付ける際、チェーンリンクの大きい方
の端部を昇降アームに接続してください。

g011932

1

2

図図図 555

1. チェーン・リンク 2. 取り付けブラケット

3
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを立立立てててるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ベッドナイフやリールを見るためにカッティン
グユニットを立てる場合には、ベッドバー調整
ネジのナットが床面に接触しないように、カッ
ティングユニットの後ろ側についているスタン
ドで支えるようにしてください（図 6）。

図図図 666

1. ベッドナイフ調整ネジ（2）
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4
カカカウウウンンンタタタウウウェェェイイイトトトののの取取取りりり付付付けけけ位位位置置置ををを
変変変更更更すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

どのカッティングユニットも、カウンタウェイ
トを右側に、そしてリールモータを左側に取り
付けて出荷しています。これらの取り付け位置
を変更するには以下のように行います：

1. カウンタウェイトをカッティングユニット
の右側面に固定しているキャップスクリュ
（2本）を外す。カウンタ･ウェイトを取り
外す（図 7）。

図図図 777

1. カウンタ･ウェイト

2. カッティングユニットの左側にモータマウ
ントを固定している六角穴ねじ（2本）を
外す。モータマウント取り付け部を取り外
す（図 8）。

3. 駆動スプライン内側面にグリスを塗る
（図 8）。

図図図 888

1. 駆動スプライン 3. 六角穴ねじ(2本)

2. モータマウント

4. カッティングユニット右側で、モータマウ
ントの O リングに薄くオイルを塗り、先ほ
ど取り外した六角穴ねじ（2本）を使って
モータマウントをカッティングユニットに
取り付ける。 各キャップスクリュを 12-15
ft-lbs.（16-20 N-m=1.66～2.07 kg.m) にト
ルク締めする。

5. カッティングユニット左側で、カウンタ
ウェイトの O リングに薄くオイルを塗り、
先ほど取り外したねじを使ってウェイトを
カッティングユニットに取り付ける。各
キャップスクリュを 12-15 ft-lbs.（16-20
N-m=1.66～2.07 kg.m) にトルク締めする。

5
リリリーーールルルととと下下下刃刃刃ののの調調調整整整ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

リールと下刃の調整は、ユニット上面にある
ベッド・バー調整ネジで行います。

1. ユニットを水平で平らな作業台の上に置く。
ベッド・バー調整ネジ（図 9）を左に回し
て、リールと下刃の接触を完全になくす。
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図図図 999

1. ベッド・バー調整ネジ

2. ベッドナイフとリールが見えるように､カッ
ティングユニットを立てる。ユユユニニニッッットトト左左左右右右ににに
つつついいいててていいいるるるベベベッッッドドドバババーーー調調調整整整ネネネジジジのののナナナッッットトトががが床床床
ににに当当当たたたっっっててていいいななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる（（（図図図 666）））。。。

3. リール前面の左右いずれかの端を選び、リー
ルと下刃の間に長く切った新聞紙片を差し
入れる（図 10）。リールをゆっくり前回転
させながら下刃調整ネジを締め（新聞紙を
入れた側の調整ネジを、１目盛りづつゆっ
くりと）、新聞紙を前から（ベッドナイフ
の上面に平行に）入れると軽く挟まれる程
度に調整する。新聞紙を引き抜くのに軽い
力が必要な程度でよい。

図図図 101010

注注注 調整ネジを１目盛り締めるごとに、下刃
は 0.0178 mm リールに近づきます。調調調整整整ネネネ
ジジジををを締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

4. この作業をリールの反対側の端でも行い、
新聞紙で確認して必要に応じて調整する。

5. 両側の調整ができたら最終確認を行う：紙
片をリールの前から差し込んだ時にははさ
むだけ、下から差し込むと切れるのが正し
い調整である（図 10）。リールと下刃のご
くわずかの接触で紙が切れなければいけな
い。接触を強くしないと切れない場合には、
鋭利な刃先を取り戻して精密なカットがで
きるようにバックラップか研磨を行うこと
が必要（Toro研磨マニュアルを参照）｡

6
後後後ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 使用する刈高範囲に合わせて後ローラ・ブ
ラケットの取り付け位置を上位置または下
位置に変更する(図 11または図 12)。

刈高 1.6 mm～6 mm の場合： スペーサをサ
イドプレート取り付けフランジの上（出荷
時の設定）にセットする(図 11)。

図図図 111111

1. スペーサ 3. サイド･プレート取り付けフ
ランジ

2. ローラ・ブラケット

刈高範囲が 3～25.4 mm の場合は、スペー
サを、取り付けフランジの下にセットする
(図 12)。
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図図図 121212

1. スペーサ 3. サイド･プレート取り付けフ
ランジ

2. ローラ・ブラケット

2. 後ローラの調整は以下の手順で行う：

A. カッティングユニットの後部を持ち上
げてベッドナイフの下に角材などの枕を
置く。

B. 各ローラ･ブラケットとスペーサをそれぞ
れのサイドプレート取り付けフランジに
固定しているナット2個を外す。

C. サイドプレート取り付けフランジとス
ペーサから、ローラとボルトを外す。

D. スペーサを、ローラ･ブラケットの上にし
てボルトに通す。

E. ローラ･ブラケットと2枚のスペーサと
を、サイドプレート取り付けフランジの
下側に、ボルトで取り付ける。

3. ベッドナイフとリールのすき間の調整を確
認する。カッティングユニットを立てて、
前ローラと後ローラ、およびベッドナイフ
が見えるようにする。

注注注 リールと後ローラとの平行関係は、カッ
ティングユニット全体の組み立て精度により
保証されていますから、調整は不要です。
ごくわずかな狂いを戻す調整は可能です。
まず、定盤の上でサイドプレート組み付け
キャップスクリュをゆるめます (図 13)。全
体を調整してキャップスクリュを再度締め
付ける。

図図図 131313

1. サイド･プレート取り付けキャップスクリュ

重重重要要要 ベベベッッッドドドナナナイイイフフフやややリリリーーールルルををを見見見るるるたたためめめににに
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを立立立てててるるる場場場合合合にににははは、、、
ベベベッッッドドドバババーーー調調調整整整ネネネジジジのののナナナッッットトトががが床床床面面面ににに接接接触触触
しししななないいいよよようううににに、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの後後後
ろろろ側側側にににつつついいいててていいいるるるスススタタタンンンドドドででで支支支えええるるるよよようううににに
しししてててくくくだだださささいいい（（（図図図 666）））。。。

7
刈刈刈りりり高高高ののの調調調整整整

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

注注注 刈高を 13 mm 以上に設定するには高刈り
キットが必要です。

1. 刈り高アームをカッティングユニットのサ
イドプレートに固定しているロックナット
をゆるめる（図 14）。
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図図図 141414

1. 刈高アーム 3. 調整ネジ

2. ロックナット

2. ゲージバーのナットをゆるめ、調整ネジを希
望の刈り高に合わせる 図 15｡ネジ頭の下か
らバーの表面までの距離が刈り高となる。

図図図 151515

1. ゲージバー 3. ナット

2. 刈高調整ネジ

3. ゲージバーのネジ頭を下刃の先端に引っか
け、バーの後端をローラの後部に当てがう
（図 16）。

図図図 161616

1. ゲージバー

4. バーの前端がローラに当たるように、調整ネ
ジで調整する。ローラ全体が下刃と平行にな
るように、ローラの両側を均等に調節する。

重重重要要要 前前前後後後のののロロローーーラララにににゲゲゲーーージジジががが当当当たたたりりり、、、ネネネジジジ
頭頭頭がががリリリーーールルルにににぴぴぴっっったたたりりりととと掛掛掛かかかっっっててていいいるるるのののががが
正正正しししいいい調調調整整整状状状態態態ででですすす。。。下下下刃刃刃ののの左左左右右右端端端でででこここののの
状状状態態態とととなななるるるよよようううににに調調調整整整しししてててくくくだだださささいいい。。。

5. ナットを締めて調整を固定する。ナットを
締めすぎないこと。ワッシャの遊びがなく
なればよい。

注注注 以下の表により、希望する刈高に最も適
したベッドナイフを決定してください。

推推推奨奨奨ベベベッッッドドドナナナイイイフフフ選選選択択択チチチャャャーーートトト

ベベベッッッドドドナナナイイイフフフ パパパーーーツツツ番番番号号号 刈刈刈高高高

エッジマックス・
マイクロカット
（標準）

115-1880 1.5～4.7 mm

エッジマックス・
トーナメント（オ
プション）

115-1881 3.1～12.7 mm

マイクロカット
（オプション）

93-4262 1.5～4.7 mm

トーナメント（オ
プション）

93-4263 3.1～12.7 mm

先長マイクロカッ
ト（オプション）

108-4303 1.5～4.7 mm

先長トーナメント
（オプション）

108-4302 3.1～12.7 mm

ローカット（オプ
ション）

93-4264 4.7～25.4 mm

ハイカット（オプ
ション）

94-6392 7.9～25.4 mm

フェアウェイ（オ
プション）

63-8600 9.5～25.4 mm
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8
カカカッッットトト・・・オオオフフフ・・・バババーーーををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

刈りかすがリールからスムーズに出るように
調整します。

1. バー（図 17）をカッティングユニットに固
定しているネジをゆるめる。

1

g014643

図図図 171717

1. カット・オフ・バー

2. 隙間ゲージを使って、リール上面とバーの
間を1.5 mm に調整し、ネジを締めてバーを
固定する。リールの全幅にわたって隙間の
幅が一定となるように注意する｡

注注注 この調整はターフの状態変化に合わせて
行ってください。芝面が非常に乾燥している
時にはバーをリールに近づけます。逆に、
芝がぬれている時にはバーとリールの隙間
を大きくします。いずれの場合も、リール
とバーとが平行になることが重要です。ま
た、リールの研磨を行った場合には必ずこ
の調整が必要です。

11

 



製製製品品品ののの概概概要要要

仕仕仕様様様
トラクタ これらのカッティングユニットは、グリーンズマスター 3000、3000-D、3050、3100、3150、3250-D、

および 3150-Q の各機種に搭載可能。

刈高 ユニット左右にある垂直ねじによって前ローラを上下させて刈高を調整し、ロック･ネジで
固定する。

刈高調整範囲 作業台の上で設定する通常の刈高の範囲は 1.6 mm～12.7 mm。高刈りキットを取り付けた場合
の刈高調整範囲は 7 mm～25 mm。実効刈高はターフのコンディション、ベッドナイフの種類、
ローラの種類、装着しているアタッチメントなどによって変化する。

リール･ベアリング ステンレス製シールド深溝ボールベアリング 2 個。

ローラ 後ローラは直径 5.1 cm, スチール製のフル･ローラである。

ベッドナイフ ベッドナイフは高炭素鋼製片刃であり、フライス仕上げの鋳鉄製ベッドバーに13本のネジで
装着する。

ベッドナイフの調整 左右のネジにより、リールに対して相対移動させる；ネジを1ノッチ回転させることにより、ベッ
ドナイフが、0.018 mm 移動する。

グラス･シールド 固定式シールドに可変式カットオフ・バーを組み合わせ、ぬれた刈りカス排出効率を高めている。

カウンタウェイト 鋳鉄製のウェイトをリール駆動モータと反対側に取り付ける。

純重量 8 枚刃：30 kg, 11 枚刃：31 kg, 14 枚刃：32 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややアアアクククセセセサササリリリ

メーカーが認定する Toro 様々なアタッチメン
トやアクセサリでお仕事の幅をさらに広げてく
ださい。アタッチメントやアクセサリについて
の情報は、 正規ディーラー またはディストリ
ビュータへ。インターネット www.Toro.com も
ご利用ください。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの特特特性性性
このカッティングユニットではデュアル･ノブ
方式によってベッドナイフとリールの調整を
行うようになっており、最適の調整を簡単に
手早く行うことができます。また、このデュ
アル･ノブ方式では非常に正確な調整ができ
ますので、ベッドナイフとリールとが相互に
研磨しあうようになり、鋭利な刃先が長持ち
して、高品質な刈りを長時間持続させること
ができ、バックラップの頻度を大幅に減らす
ことができます。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの毎毎毎日日日ののの調調調整整整
毎日の芝刈りの前に、また必要に応じて、各
カッティングユニットのリールとベッドナイ
フの接触状態を点検してください。この点検
は、前日の調子に係わりなく毎回行うことが
非常に大切です。

1. 平らな固い床の上にカッティングユニッ
トを降ろし、エンジンを停止、キーを抜
き取る。

2. 手でリールをゆっくりと後ろ向きに回転さ
せ、リールとベッドナイフの接触状態を耳
で確認する。相互の接触が全くなければ、
上調節ネジを均等に締めながら、ごく軽い
接触が得られるようにする。

注注注 調整ノブのネジを1ノッチ回転させるこ
とにより、ベッドナイフが、0.018 mm 移
動します。

3. 相互の接触が強すぎる場合は、調整ノブを
１ノッチずつゆるめながら、接触がまった
くなくなるようにする。そしてその位置か
ら調整ノブを１ノッチずつ締めて、ごく軽
い接触が得られるようにする。

重重重要要要 どどどんんんななな場場場合合合でででもももごごごくくく軽軽軽いいい接接接触触触がががベベベススストトト
ででですすす。。。接接接触触触ががが全全全くくくななないいいととと、、、リリリーーールルルとととベベベッッッドドド
ナナナイイイフフフののの相相相互互互研研研磨磨磨作作作用用用ががが全全全くくくなななくくくなななるるるののの
ででで、、、切切切れれれ味味味ののの落落落ちちちるるるのののががが早早早くくくなななりりりままますすす。。。逆逆逆
ににに、、、接接接触触触ががが強強強すすすぎぎぎるるるととと、、、相相相互互互ののの摩摩摩耗耗耗ががが早早早くくく
進進進んんんででで、、、刈刈刈りりり上上上がががりりりににに悪悪悪影影影響響響ががが出出出やややすすすくくく
なななりりりままますすす。。。

注注注 ベッドナイフとリール刃は継続的に接触
しているので、使用期間が長くなるとベッド
ナイフの全長にわたり、切先部に小さなバ

リが出来てきます。時々ヤスリでこのバリ
を取り除いてやると切れ味が向上します。

ベッドナイフは、長期間使用しているうち
にリールに削られ、リールの端部と接触す
る縁の部分が角張ってきます。この角張っ
た部分はヤスリで削り落としてください。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

ベベベッッッドドド・・・バババーーーののの整整整備備備
ベベベッッッドドド・・・バババーーーののの取取取りりり外外外ししし

1. ベッド・バー調整ネジ（図 18）を左に回し
てベッドナイフとリールの接触をなくす。

図図図 181818

1. ベッド・バー調整ネジ 3. ベッドバー

2. スプリング･テンション・ナッ
ト

4. ワッシャ

2. スプリング･テンション・ナットをゆるめ
て、ワッシャがベッドバーを全く押さない
ようにする（図 18）。

3. ベッドバー・ボルト（図 19）を固定してい
るロックナット（機体両側）をゆるめる。

図図図 191919

1. ベッドバーボルト 2. ロックナット

4. 各ベッドバー・ボルトを抜いて、ベッド
バーを下に引き抜いて外す（図 19）。ベッ
ドバーの両端にナイロン・ワッシャ2枚とス

チール・ワッシャ1枚ずつがあるので注意
する（図 20）。

図図図 202020

1. ベッドバーボルト 3. スチール製ワッシャ
2. ナット 4. ナイロン製ワッシャ

ベベベッッッドドド・・・バババーーーののの取取取りりり付付付けけけ

1. ベッド・バー・アジャスタとワッシャとの
間にベッド・バーの固定用｢耳｣を入れる。

2. ベッド・バー・ボルト（とボルトについてい
るナット）とワッシャ6枚で、ベッド･バー
を各サイド・プレートに固定する。ナイロ
ン・ワッシャはサイド・プレートの両側の
ボスに嵌め込む。その外側からスチール製
ワッシャを取り付ける（図 20）。ベッド
バーボルトを 240-320 ft.-lb （27-36 N-m =
4.6-1.7 kg.m） にトルク締めする。左右の
遊びが完全になくなって外側のスチール製
ワッシャが回らなくなるまで（ただし決して
締めすぎになったりサイド・プレートが変形
したりしていない）ロックナットを締め付け
る。内側のワッシャには遊びがあってよい。

3. スプリングがつぶれるまでテンション・ナッ
トを締め、そこから半回転戻す（図 21）。
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図図図 212121

1. スプリング･テンション・ナッ
ト

2. スプリング

バババッッックククラララッッップププ

危危危険険険

回回回転転転しししててていいいるるるリリリーーールルルににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。

リリリーーールルルそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに手手手指指指、、、足足足、、、衣衣衣類類類等等等ををを近近近
づづづけけけななないいいよよよううう注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• バババッッックククラララッッップププ中中中のののリリリーーールルルにににははは、、、絶絶絶対対対ににに手手手ややや
足足足ををを近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。

••• 柄柄柄ののの短短短いいいブブブラララシシシははは絶絶絶対対対にににバババッッックククラララッッップププににに使使使
用用用しししななないいいこここととと。。。必必必ずずず柄柄柄ののの長長長いいいブブブラララシシシ（（（P/NP/NP/N
29-911029-911029-9110）））ををを使使使用用用すすするるる。。。こここのののブブブラララシシシははは完完完成成成品品品
でででももも部部部品品品でででももも入入入手手手可可可能能能ででであああるるる。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニッ
トを下降させ、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. カッティングユニットからリール・モータ
をはずし、昇降アームからユニットをはず
して床に置く。

3. カッティングユニットにバックラップ装置を
接続（9 mm 角の角棒でリール駆動用のスプ
ライン部とバックラップ装置を接続）する。

注注注 さらに詳しい説明が、「Toro リール/ロー
タリー･モアのための研磨マニュアル（Form
No. 80-300PT）」に掲載されています。

注注注 バックラップが終わったら、ベッドナイ
フの前端に軽くヤスリ掛けを行ってくださ
い。これによりベッドナイフ前端に形成さ
れたバリを取り除きます。このとき刃先を
削らないように注意してください。
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro® 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に
対して、2年間または1500運転時間*のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての
製品に適用されます（エアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい）。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載し
て使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品につい
ては、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチ･ライニング、ブ
レード、リール、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、タ
イヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品としてダイ
ヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、薬剤の
使用などが含まれます。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品や
アセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

ディープサイクルバッテリーは、その寿命中に放出することのできるエネル
ギーの総量（kWh）が決まっています。 一方、バッテリーそのものの寿命は、
使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わります。 バッテリーを使用
するにつれて、完全充電してから次に完全充電が必要になるまでの使用
可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このような通常の損耗を原因とす
るバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。 本製品の保証期間中
に、上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー交換
の必要性がでてくることは十分に考えられます。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

保証の対象とならない部品や作業など： エンジンのチューンナップ、潤滑、洗
浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交換、推奨定期整備の実施などは「製品」
の維持に必要な作業であり、これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損
失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上記記記
ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排気気気ガガガススス関関関
係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。

商品性や用途適性についての黙示的内容についての保証も、本保証の有効
期間中のみに限って適用されます。米国内では、間接的偶発的損害に対す
る免責を認めていない州があります。また黙示的な保証内容に対する有効
期限の設定を認めていない州があります。従って、上記の内容が当ては
まらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域
によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定めら
れたエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証
とは別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参
照ください。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用さ
れません。くわしくは、オペレーターズマニュアル またはエンジンメーカー
からの書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された Toro 製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげの Toro 販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へお
たずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合はToro輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合はToro ワラ
ンティー社へ直接お問い合わせください。
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